
学 会 記 事 2 1 3

長期呼吸器管理 によ る慢性肺疾患 の 治療を行な

い
, 呼吸状態安定と体重増加確認 し 3 5 2 生 日退院

とな っ た . 今回の 症例は難治性の経過より先天性

リ ンパ 管形成不全が合併 して い た可能性が疑われ

る .
こ の よう な難治性乳磨胸 の場合, 適切な ドレ

ナ - ジと栄養管理および呼吸 ･ 循環の維持が非常

に重要である, と考えられた .

3 　 2 5 生 日 に 脳 室 内 出 血 を 発 症 し た 低 出 生 体 重

児の一例
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原田和佳・吉田宏・伊藤末志
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新生児の脳室内出血は
一

般に超 および極低出生

体重児の 出生後早期で の 発症が多 い が, 今回我々

は 2 5 生日に脳室内出血を発症 し , 出血後水頭症

に至 っ た低出生体重児例 を経験 した の で報告す

る .

症例 は在胎 3 2 週 6 日,
1 7 5 5 g で 経膿分娩 で出

生 した双胎第二子 . 出生後早期の 管理中に特に重

篤な合併症を認めなか っ た . 2 5 生目 (修正 3 6 週

3 日) に突然堰吐
,
呼吸停止, 徐脈 ,

疫挙が出現

し
,
頭部超音波所見より両側の 脳室内出血と診断

された. 急性期管理後脳室拡大が進行し, 出血復

水頭症 に対 し髄液 ドレ ナ - ジ術の 後に V P シ ャ ン

ト術が施行された .

脳室内出血の 明らか な原因は特定 で きなか っ た

が
,
発症数日前か らの 無呼吸発作や , 眼底検査や

経腸栄養前の 強 い 噂泣が脳室上衣下腫層の 血管破

綻 に関与 した可能性が考えられた . 発症の 好発時

期 でなくとも
,
脳室上衣下腔層の残存する時期には

脳室内出血を来す可能性があることが示唆された .

4 小児科診療所 での出産前小児保健指導 ( プレ

ネイタル ビジッ ト) の経験

柳本利夫・小田良彦*

や ぎもと小児科
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母親の 育児不安の 軽減などを目的とする出産前

小児保健指導が注目されて い る . 今回, 産婦人科

医院と小児科診療所 が連携 して出産前小児保健指

導を 4 7 件経験 した . 出産前小児保健指導の 対象

は
, 育児に対する不安の 有無や合併症 の有無に は

関係なく, 妊娠後期の 初産の 妊婦と した . 妊婦に

小児科診療所を訪問してもらい
,
主と して

一

般的

な小児保健の 指導を行なうとと もに ,
出産後の 電

話訪問などの フ ォ ロ
ー

ア ッ プを行な っ た . 出産前

小児保健指導を経験し, 現在子育て 中の 母親 へ の

ア ン ケ
ー ト調査で は, 出産前小児保健指導に対 し

｢ 良か っ た+ ｢役に立 っ た+ と いう感想が多く, ｢ こ

の ような小児科医の 活動 は必要である+ とする意

見が多か っ た.
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【目的】T R A P s e q u e n c e に おける麟帯お よび病

的胎児内の 血管走行を検討 した .

【対象及び方法】 19 9 5 年か ら 2 00 1 年ま で に当セ

ン タ ー

で取り扱 っ た T R A P s e q u e n c e 4 症例 にお

い て
, 超音波 ドプラ法により胎内で の 血管走行及

び血流パ タ ー ンを評価した . 出生後 は, 膳帯動脈

か らの 血管造影 および剖検にて血管走行を確認 し

た .

【結果】 4 例全例に出生前に麟帯動脈か ら下行大

動脈に か けて逆行する動脈波形を確認で き た . 磨

帯動脈 か ら病児 へ 入 っ た血管は膜跳外側の 勝動脈

か ら内腸骨動脈を経由 し下行大動脈を頭側 へ 走行

して い た. 腰帯静脈は病児より胎盤 へ 流出する波

形で あ っ た . 全例 に静脈管の 欠損があり, 流出血

管は下大静脈 か ら勝脱の 脇を通り勝帯 へ 走行 して

い た . 全例単
一

勝帯動脈 で あり , 出生後 に A A 吻

合と ⅤⅤ 吻合が確認された . 1 例 に 痕跡心臓及び

固有の 胎児心拍を認めた が他 の 3 例の 心臓は欠損

して い た. 胎児心拍を認める症例 で は, 病児固有



2 1 4 新潟医学会雑誌 第 11 7 巻 第 4 号 平成 15 年 (2 0 03) 4 月

の 心拍出は動脈 で はなく静脈 に拍出 して おり
,
定

常波 の静脈に病児の 動脈波形を合算した特徴的な

波形を示 した . また, 上述の 所見は出生後の血管

造影及び剖検 にても確認 された .

【結語】 今回検討 し た 4 例 で は
,
い ずれも静脈管

の 欠損を特徴と して い た . また
,
痕跡心臓 にお け

る胎児血流波形 パ タ ー ン は今ま で に報告された パ

タ ー ンとは違う特徴的な血流波形で あ っ た .

6 R e p r o d tl C ti v e a u t o i m Ⅱ1 u n e f a il u r e s y m
-

d r o m e ( R A P S) の観点 から見た妊娠予後改

善に関する試み
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近年 , R e p r o d u ctiv e a u t oi m m u n e f ail u r e s y n -

d r o m e と い う疾患概念が提唱され, 反復流 ･ 死産

の 原因と して だけでは なく妊娠中毒症や子宮内胎

児発育遅延の 原因と して 抗リ ン脂質抗体の 関与が

注目されて い る . われわれは
,
反復流 ･ 死産症例

,

重症妊娠中毒症症例にお ける抗リ ン脂質抗体の 陽

性率を検討 し,
一

般妊娠婦人の 抗リ ン脂質抗体と

妊娠予後に関する前方視的解析などにより
,
その

因果関係を指摘 し, 予防的治療を試み 良好な成績

を得て い る . 今回
,
当科の 治療方針, 予防的治療

の 実際,
予防的治療が著効 した症例 の経過を報告

する. さ らに既往異常妊娠症例 ( 重症妊娠中毒症

などを伴 い
,
超低出生体重児を分娩する に至 っ た

症例) で抗リ ン脂質抗体陽性で あ っ た 1 5 症例 に

対する予防的治療の 成績と ,
既往異常妊娠症例 で

抗リ ン脂質抗体陽性セあり予防的治療を要すると

判断される も患者の 希望 にて経過をみ た 4 症例 に

つ き報告する .

7 3 0 才未満妊娠婦人に おける と トパ ピロ ー

マ

ウイ ル ス ( H P V ) 感染に関 する多施設共同

研究
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･ 石井 桂介 ･ 田村 正毅

田中 憲
一

新潟大学産科婦人科

平成 13 年度厚生科学研究 ｢ 妊

産婦の S T D および H I V 陽性率

及び妊婦 S T D 及び fII V 感染 の

出生児に与 える影響に関する研

究+ 研究班

子宮頚癌の 発症ウイ ル ス で ある ヒ トパ ピロ ー

マ

ウイ ル ス ( ⅢP V) が S T D と して 注目されて い る .

今回多施設共同により, 3 0 才未満の妊娠婦人に つ

い て H P V の 陽性率を検討し た. 1 1 8 5 例中 2 4 9 例

( 2 1 .0 % ) で 陽性であり
,
3 0 才未満の 妊娠婦人の

2 割強に H P V の 感染が生 じて い る こ と が推察さ

れた . とく に -

1 9 才の 年齢階層 で は 3 9 例中 1 8

例 (4 6 .2 % ) で H P V が認められた . ま た 2 0 才 -

2 4 才 の 年齢階層 で も 2 4 1 例中 6 8 例 (2 8 .2 % ) に

陽性で あ っ た .

一

方 2 5 - 2 9 才 で は 1 8 . 0 % (9 05

例中1 63 例) の 陽性率で あ っ た .
こ の 結果,

- 1 9

才および 2 0 才 - 2 4 才 の 年齢階層 で は 2 5 才 - 2 9

才 の 年令階層に比較 し
,
有意に高率で あ っ た . さ

らに
,
ク ラ ミ ジア 抗原

,
H P V を共 に検索 した症例

に つ い て
,
複合感染 に つ い て 検討 した . ク ラ ミ ジ

ア 陽性の 5 1 症例中 1 9 例 ( 3 7 . 3 % ) に H P V が陽

性 で あ っ た . また
,
ク ラ ミ ジア 抗原陰性症例 1 1 3 4

例 で は H P V は 2 3 0 例 (2 0 .3 % ) に陽性であ っ た .

ク ラ ミ ジ ア抗原陽性症例 における ⅢP V 陽性率 は

ク ラ ミ ジア 抗原陰性症例 に比較 し
, 推計学的に有

意 に 高率 で あ っ た . 以上 より
,
若年妊娠婦人 で

H P V の 感染 が高率 で ある こと
,
ク ラミ ジ ア との

複合感染が高率で ある こと が明らか に な っ た .
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人魚体症候群 は両脚結合を示す大奇形 で あり
,




